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言5l

苑

貨
情
の
艶
内
及
び
艶
外
債
値
の
襲
動
ミ

貿
易
並
び
に
矯
替
之
の
闘
係
争
論
ず

目

次

貨
鰐
慎
値
心
意
義

1
1商
品
目
貨
情
償
値
主
貨
幣
白
商
品
憤
値
ー
ー
そ
の
異
同
及
び
闘
儒

( 

) 

谷

吉

彦

ロ

貨
幣
償
値
の
趨
勤

l
lそ
れ
に
闘
す
る
若
干
の
問
題
l
!牒
買
力
指
監
の
作
成
l
l闘
の
購
買
力
指
般
の
費
動

一
貨
幣
の
針
件
情
値
由
意
手

1
1
2週
設

1
1
2新
設

141封
外
債
値
量
動

111嬬
替
相
場
と
件
岡
貨
僻
白
封
内
債
値
と
の
相
乗
積

E
|

劉
井
購
買
力
指
監
(
以
上
本
現
所
載
、
以
下
吹
挽
掲
載
)

、

回

、

吋

封
内
慎
値
と
劉
外
伺
値
と
沼
替
相
場
と
り
閥
係
|
|
再
H
同
『
-
出

NEJ
司
日
間
(
問
、
)
姐
|
|
闘
の
刑
判
一
件
購
買
力
指
駐
の
四
国
勤

動
向
及
昨
一
謝
外
慎
値
由
同
盟
勤
と
貿
易
と
り
闘
係
l
l白
岡
貨
格
白
劃
井
腕
買
力
と
輸
入
と
白
閥
保
|
|
外
聞
貨
傍
白
封
外
購
買
力
主
輸
出
と
D

四E 

関
係

結
論

設

貨
幣
目
封
内
・
勤
件
個
値
の
費
動
と
貿
易
一
及
M
V

震
替

第
二
十
巻

手証

{
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二
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一
二
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詑

手巨

四

四

貨
幣
の
対
内
・
勤
外
債
値
O
盟
副
と
貿
易
及
び
儒
替

第
二
十
巻

(
第
二
慌

=
5
)

貨
幣
債
値
の
一
意
義

貨
幣
煩
値
な
る
詩
脅
鯨
し
て
、
貨
幣
を
以
っ
て
科
長
し
た
る
則
の
棋
値
ご
い
ふ
意
味
に
之
を
考
ふ
る
な
ら
ば
、

英
は
道
徳
間
慣
値
又
は
事
術
償
備
等
ご
艶
立
す
る
所
的
経
済
同
明
値
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
吾
々
の
国
間
値
判
断
の
一

範
暗
に
嵐
す
る
o

此

ω意
味
仁
於
り
る
貨
幣
償
値
以
、
一
般
の
生
産
財
及
び
享
奨
財
の
績
低
で
あ
り
、
貨
幣
は
唯

そ
の
煩
倣
の
大
き
を
秤
量
す
る
開
早
位
又
は
尺
度
を
供
す
る
允
め
の
手
段
ぜ
な
っ
た
に
過
言
な
レ
。
此
の
場
令
貨
幣

困
問
値
ご
謂
ふ
は
、
貨
幣
に
依
る
積
債
を
意
味
L
、
貨
幣
の
煩
備
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
然
る
じ
貨
幣
積
値

な
る
語
は
、
寧
ろ
普
通
仁
は
貨
幣
の
同
四
倣
の
意
味
じ
解
せ
ら
る
、
。
賃
餅
は
他
の
財
の
煩
値
を
秤
量
し
得
る
Z
同

時
に
、
ま
た
共
れ
自
身
の
問
問
値
を
秤
量
L
得
る
も
の
で
あ
ら
う
か
ど
う
か
?
此
賭
事
者
の
問
仁
異
論
ゐ
る
を
免

れ
な
い
V

が
、
在
は
姑
〈
之
を
否
定
す
る
O

(

説

こ

蓋

L
普
通
に
謁
ム
所
の
客
川
倒
的
償
値
を
以
っ
て
交
換
積
倣
ご
倣

す
な
ら
ば
、
一
般
財
h
いる
Z
貨
常
た
る
子
炉
』
問
は
中
、
其
の
債
値
的
秤
量
に
は
交
換
せ
ら
る
よ
到
象
物
を
必
要
吉

す
る
。
一
般
財

ω債
値
営
秤
量
す
る
矯
め
に
は
、
之
さ
交
換
せ
ら
る
、
貨
幣
を
必
要
ざ
す
る
ご
同
じ
〈
、
貨
鮮
の

痩
値
を
秤
量
す
る
刷
局
め
に
は
、
ニ
れ
ご
交
換
せ
ら
る
、
一
般
財
を
必
要

t
L、
貨
幣
の
一
債
値
は
此
的
交
換
掛
象
物

に
依
つ
℃
の
み
秤
量
せ
ら
る
、
。
従
っ
て
此
の
意
味
に
於
け
る
貨
幣
横
倣
ご
は
、
一
般
財
に
依
つ

τ秤
量
さ
れ
た

る
貨
惜
の
償
伎
を
意
味
す
る
。
↑
閥

ω貨
幣
ご
他
闘
の
貨
融

mEω
交
換
比
(

(

U

巳〔

-
Z
2
2
2
)
及
び
貨
幣
国
定
説
が

問
題
ご
す
る
名
円
国
間
値
(
の

m
E
R
5
5
=
)
は
、
今
姑
〈
問
題
ご

L
な
い
。

第
一
義
に
於
け
る
貨
幣
優
値
|
|
貨
幣
に
依
っ
て
秤
量
さ
れ
た
る
一
般
財
の
債
儲

1
l己
、
第
二
義
に
於
け
る

Vg1. Sona， Gelo und Wert 且惇同博イ 1 未定稿慣値論D一節(組涛哲早田
訪問題一九一頁以下)
Vgl. H.，ffmann， "I<ritische Dogmengeschichte dcr Geld、verttheorien
(1907)， Einleitung. Elster， Seele d~s G:.elcles (1923)， Anhang II， .. Kauf-
kraft" und “Geltung" des Geldes (5. 389-394) 
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貨
幣
樋
低
|
|
一
般
財
に
依
つ

τ秤
量
さ
れ
た
る
貨
幣
の
債
低
|
|
ご
は
、
概
念
上
金
〈
別
の
事
柄
で
あ
る
h
r

ら
、
同
者
は
之
を
隔
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
前
者
は
一
般
財
の
償
催
で
あ
り
、
後
者
は
貨
幣

ω痕
値
で
あ
る
o

一は

貨
幣
に
依
っ
て
秤
量
3
れ
た
る
債
儲
で
あ

h
、
他
は
一
般
財
に
依
つ

τ秤
量
さ
れ
た
る
横
値
で
あ
る
。
前
者
を
以

っ
て
貨
幣
に
依
る
商
品
償
儲
ご
言
ひ
得
ぺ
〈
ば
、
後
者
は
商
品
に
依
る
貨
幣
償
値
で
あ
り
、
一
を
商
品
の
貨
幣
周
回

値
ご
言
ひ
得
る
な
ら
ば
、
他
は
貨
幣

ω向
日
間
同
問
佐
官
言
ふ
こ
ご
が
出
来
る
。
例
へ
ば
米
一
升
五
拾
銭
ご
言
ふ
閥
西

流
の
表
示
は
第
一
義
の
そ
れ
で
ゐ

h
、
守
固
に
就
き
米
二
升
Z
言
ふ
関
東
流
の
表
一
不
は
第
二
義
の
そ
れ
で
あ
る
。

此
の
如
〈
前
者
は
阪
別
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
同
時
に
雨
者
は
例
々
澗
立
の
も
の
で
は
な
〈

1
、
互
に
密
接
な
る
関
係
に
立
つ
o

右
に
述
ぷ
る
所
に
依
り
て
推
知
せ
ら
る
、
如
〈
、
雨
者
は
た
い
γ

一
つ
の
閲
係

の
表
裏
で
あ
り
、
一
つ
の
繍

ω岡
両
で
あ
る
。
一
般
財
ご
貨
幣
ご
の
交
換
関
係
ご
言
ム
一
う
の
関
係
を
視
察
す
る

に
蛍
っ
て
、
一
は
一
般
財
の
立
場
に
立
っ
て
表
面
か
ら

L
、
他
は
貨
鮮
の
立
場
に
立
っ
て
一
一
英
面
炉
ら
し
た
も
の
で

ゐ
る
。
そ
れ
故
に
今
般
・
り
に
貨
併
に
依
る
商
品
の
償
儲
か
、
若
〈
は
商
品
に
依
る
貨
幣
の
同
四
位
炉
、
何
れ
か
一
方

が
決
定
さ
れ
表
示
さ
れ
た
正
す
れ
ば
、
こ
れ
に
依
っ
て
商
品

t
貨
幣
さ
の
交
換
関
係
が
定
ま
っ
た
の
で
ゐ
る
か

ら
、
他
の
一
つ
の
煩
値
関
係
は
自
ら
其
の
中
に
包
合
せ
ら
る
、
ー
認
で
ゐ
b
，
、
且
つ
両
者
が
騰
落
の
関
係
仁
於
て
相

方

反
謝
す
る
こ

Z
も
亦
、
自
ら
知
ら
る
、
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
米
一
升
五
拾
銭
Z
レ
ふ
こ

Z
が
判
れ
ば
、
母
国
仁
っ

き
米
二
升
ご
い
ム
ニ
ご
は
白
ら
知
ム
リ
符
べ
〈
、
米
の
貨
幣
償
儲
が
T
1
拾
銭
よ
り
四
拾
銭
に
下
落
寸
れ
ば
、
貨
幣
の

米
に
依
る
煩
倣
は
ニ
升
よ
り
ニ
升
五
合
仁
騰
貴
す
る
で
ゐ
ら
う
。
(
註
ニ
)

私
が
以
下
問
題
ご
す
る
の
は
、
右
仁
謂
ふ
所
の
第
二
義
に
於
り
る
貨
幣
償
館
、
即
も
商
品
に
依
っ
て
秤
量
古
れ

設

手E

凹
一
五

(
第
二
就
一
三
一
)

貸
枇
山
白
封
内
・
劉
N

仲
曲
値
目
麗
動
&
貿
易
及
M
V
錦
蒋

第
二
十
巻

Vgl. GnmtzeL Der Gεldwert (1919) 1. Das Wesen des c，.cJdwcrtes翠
(Fmanz--und VolkswiJ tsc恥nrtlicheZeitfragen， 57. Heft， s. Il-2ゆ)
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詰

賞
際
的
調
内
・
劃
外
明
値
の
纏
動
と
貿
易
及
川
V

儒
替

第
二
十
巻

苑

(
第
二
規
一
三
二
)

回

大

柁
る
貨
融
市
の
債
値
に
閲
す
る
。
換
言
せ
ば
、
一
定
の
貨
幣
正
交
換
せ
ら
る
、
一
般
財
の
分
量
に
依
っ
て
秤
量
し
た

る
某
の
貨
幣
の
債
値
で
あ
る
。
従
っ
て
貨
併
の
債
儲
ピ
は
貨
鮮
の
購
買
カ
に
外
な
ら
泊
。
一
定
の
貨
幣
が
他
の
財

を
購
買
し
得
る
の
カ
郎
も
貨
幣
の
僚
備
で
あ
る

0
2
=一
)
此
の
如
き
貨
幣
山
一
償
値
が
如
何
に
し

τ成
立
す
る
か
の

問
題
は
、
筆
者
の
問
に
穏
牟
の
異
論
ゐ
る
を
免
れ
歩
、
最
近
吾
が
皐
界
に
於
て
も
亦
論
争
さ
れ
つ
、
あ
る
所
な
る

が
、
此

ω問
題
は
之
を
他
の
機
曾
に
譲
h
ノ
、
私
は
以
下
貨
幣
積
債
の
動
態
、
印
も
貨
幣
の
購
買
力
の
暴
動
に
就
て

研
究
せ
ん
正
す
る
。

左
宥
田
博
士
は
、
貨
幣
が
貨
幣
向
白
河
を
秤
量
し
得
る
こ
と

E
肯
定
し
て
次
の
様
に
謂
は
る
A
O

『
貨
幣
の
所
謂
ロ
C
昌
E
E
-
-市
左
硝
し
て
可

、
、
‘
.
‘
.
、
、
、
、
、
、

な
る
一
方
に
は
財
貨
に
封
し
て
共
の
伺
値
に
般
的
表
彰
を
奥
へ
、
他
方
に
は
自
ら
償
値
円
割
象
と
な
っ
て
、
基
に
幾
多
一
の
複
雑
せ
る
理
論
上
及
び

、
、
.
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

賞
際
上
自
問
題
を
惹
起
す
る
白
で
あ
る
が
、
其
白
後
者
。
場
合
に
於
て
、
所
副
貨
融
市
E
以
て
貨
幣
白
身
を
計
量
す
る
と
一
百
ム
立
言
に
は
、
相
眼
目

面
白
き
併
し
同
難
な
る
問
題
が
合
ま
る

L

の
で
あ
る
』
と
。
高
垣
敬
授
も
亦
之
を
白
定
せ
ら
る
L

も
の
、
4

2

削
〈
、
『
恨
令
貨
幣
は
究
柚
目
的
と
し
て

憤
値
判
断
の
封
象
た
り
得
ず
と
も
、
手
段
と
し
て
そ
O
封
象
た
り
得
担
ば
な
ら
ぬ
』
と
謂
は
る
L

O

註

グ
ル
ン
ツ
ヱ
ル
は
之
を
否
定
し
て
、
『
吾
々
が
空
拠
倒
値
を
淵
起
し
表
示
す
る
に
は
、
交
換
慣
値
に
於
て
四
品
沼

L
得
る
所
で
あ
る
か
ら
.
貨

怖
に
劃
し
て
も
亦
商
品
情
値
が
必
要
で
あ
る
』
と
謂
品
。

ロ
バ
?
ト
ス
ン
も
之
を
青
瓦
し
て
、
『
膏
々
拡
賞
特

ω個
値
を
貨
幣
自
身
心
宅
配
で
表
位
す
ζ

と
は
明
ら
か
に
出
車
な
い
。
夫
故
に
再
々
が
硬

貨
轄
の
慣
値
を
正
植
に
表
示

L
符
る
万
訟
は
、
北
れ
が
購
買

L
得
る
組
て
の
綿
々
な
る
物
品
を
ば
、
一
ワ
一
ヲ
列
巾
帯
す
る
上
り
M

貯
に
古
法
は
な

い
』
・
と
葺
ふ
。

ホ
ー
ル
グ
ワ

1
-
A
も
亦
之
を
否
定
ナ
る
。
『
償
格
と
は
貨
幣
D
名
砕
を
以
ワ
て
表
示
さ
れ
た
倒
値
て
あ
り
、
償
値
・
と
は
軍
に
講
買
力
印
ち
一
商

品
ac
他
の
商
品
と
の
交
換
岡
係
た
る
に
過
ぎ
向
。
貨
幣
そ
れ
自
身
は
軒
等
の
債
絡
を
有
ち
符
な
い
V
G

蓋
し
一
物
が
そ
れ
自
身
主
交
換
せ
ら
る
主
主

Vg1. Altmann， Zur deutschen Geldlehre d白 ~9 ， _ I~hrþunderts. (r90?) 
Moll. Die modernen Geldtheorien und die Po!itik der Reichsb:lnk 
什91ψ Ein}eitung，2. Das statische und das dynamische Geldprobrem 
(5. i8-::-23) 
組関哲事由諸問題(前掲論究)二七二一一二七三買、
士~'Î嘗山慣値とその~定 (ffl皐研究第四巻構→腕一六七頁)
Gruntzel. a. a. O. S. 15 
Robertson. Money (1922) p. 18. 
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い
P
A
ζ

と
は
、
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
』
と
。

註
ニ
此
内
臓
蕗
胤
係
位
、
一
の
出
血
勤
を
呉
な
る
両
方
面
よ
切
見
た
に
過
守
な
い
も
の
で
、
二
者
は
決
し
て
悶
果
聞
係
を
な
す
も
白

f
は
な
い
。

ピ
ー
ァ
ス
シ
は
之
に
就
て
訓
ふ
、
一
吾
々
は
雌
1
.
貨
悌
倒
値
の
下
蕗
が
物
倒
の
騰
世
そ
悲
き
起

L
た
と
い
，
A

説
明
を
問
泊
さ
れ
る
が
、
此
は

正
首
て
な
い
。
貨
郁
倒
値
目
下
落
と
物
倒
的
脆
京
と
位
、
決
し
て
二
つ
の
事
相

1
l互
に
川
県
胸
保
を
栴
す
る
一
-
つ
の
事
柄
|
|
一
、
は
な
い
。
赴

等
は
唯
一
の
事
柄
を
二
り
の
具
な
る
方
法
で
言
ひ
ま
は

L
た
に
過
ぎ
曲
。
物
倒
の
勝
賞
あ
る
に
あ
ら
ず
ば
、
貨
幣
制
値
の
下
落
は
な
い
の
で
あ

。
る
』
と
。

ヨ
ナ
シ

i
本
持
同
様
白
と
と
を
言
ふ
。
『
貨
幣
の
交
換
債
値
目
下
落
は
、
物
似
の
腕
賞
、
と
同
じ
ζ

と
で
あ
る
。
此
ニ
者
は
之
を
原
側
主
紺
泉
と

に
分
つ
こ
と
は
出
車
な
い
H
と。

駐
三
貨
帯
。
個
値
を
以
っ
て
其
白
鵬
買
力
で
あ
る
主
解
す
る
の
は
、
暗
ん

y
湿
設
と
言
っ
て
土
か
ら
う
。
一
般
究
換
伺
舶
が
眺
買
力
(
同
開
拓
』
E
g
z

。
『
官
伊
丹
冨
ω
呂
町
)
で
あ
る
ζ

と
は
、
臨
に
ア
タ
ム
・
ス
ミ
ス
白
一
宇
中
阿
で
あ
り
『
更
に
貨
櫛
目
伺
値
が
共
同
肱
由
民
力
で
あ
る
ζ

と
を
明
瞭
に
言
っ

た
最
初
円
相
中
唱
は
、
ヂ
ェ
イ
・
ェ

λ

・
ミ
ル
て
あ
ら
今
。
ミ
ル
は
一
同
ふ
、
『
貨
幣
由
倒
値
は
、
貨
幣
と
交
換
き
る
べ
き
物
、
即
ち
貨
幣
白
略
買
力

(
足
。
吉
正

5
5
2。
5
。
『
目
。

zユ
て
あ
る
日
b
w
O

貨
幣
惜
慌
の
成
立
に
就
き
各
々
異
話
を
立
て
つ
L

あ
る
諦
皐
者
町
間
に
あ
っ
て
も
、
貨
幣
同
情
値
を
其
の
購
買
カ
正
解
す
る
射
に
於
で
は
、
階

、、.、

ん
E
共
自
由
耐
を
一
に
す
る
。
例
へ
ば
ホ
フ
マ
ー
ン
は
寸
五
同

S
は
貨
惜
丹
伺
値
を
以
っ
て
直
ち
に
貨
幣
由
交
換
債
値
、
即
ち
他

ω
財
に
封
す
る
貨
幣
田

勝
良
力
、
企
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
〕

ξ
言
ひ
、
コ
シ
ヲ

I
rは
、
『
貨
幣
の
倒
怖
を
以
っ
て
其
白
交
換
能
力
に
在
M

リ
止
せ
ば
、
即
ち
あ
ら
ゆ
る
庫
、
あ

ら
ゆ
る
時
に
於
て
貸
借
を
以
っ
て
符
b
6
4
き
あ
わ
ゆ
る
祖
類
由
財
忙
在
り
と
せ
ば
、
食
融
市
由
貿
質
的
の
倒
値
は
、
其
の

hw貝
か
に
存
せ
ね
ば
な

m，
 

、

路

、

、

.

、

ら
ぬ
』

ξ
言
ひ
、

ν
ユ
ム
.
へ
タ
ー
は
、
『
貨
幣
償
値
自
問
題
は
果
責
購
民
力
白
問
題
で
あ
る
』
と
い
ひ
、
プ
ヅ
ゲ
は
『
貨
幣
白
昨
買
力
申
問
題
と
貨

町

、

、

、

町

幣
惜
値
目
問
題
と
ほ
同
一
で
あ
る
』
と
い
ひ
、
ワ

1
F
マ
シ
は
『
吾
、
々
阻
貨
僻
白
交
換
傾
値
白
代
り
に
、
叉
よ

C
購
買
力
と
も
い
ふ
』
と
い
mr
、
ゲ

ル
シ
ヤ
グ
ル
も
『
貨
幣
慣
植
と
は
商
品
に
劃
す
る
貨
幣
品
主
で
あ
る
日

t
u、

キ
シ
ル
ー
も
『
貨
苦
情
値
仕

T貨
幣

在

員

管

制

、

、

、

問

・
貨
幣
の
償
位
即
ち
貨
幣
の
附
買
力
は
、
そ
の
一
間
単
位
が
腕
買
す
べ
き
財
の
分
新
を
以
っ
て
表
示
せ
ら
る
』
と
い
ひ
、

す
る
問
題
で
あ
る
。設

施

第

蹴

四
二
七

貨
幣
の
艶
内
・
針
件
領
側
由
麹
勘
と
貿
易
及
び
録
曲
骨

第
二
+
巻

一= 
) 

Holdsworth， J¥1oney ans Ba.nki_T明 (1921)p. &J... 
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負

憾

の

謝

内

・

劉

外

慣

値

白

鑓

勤

と

武

易

及

び

鴻

替

(

第

一

一

勝

一

一

一

一

四

)

四

二

八

、
、
、

n

M

“

お

民

ホ
ー
ル
グ
ワ
?
ス
も
「
寄
々
は
貨
幣
の
慣
値
に
よ
っ
て
そ
の
購
買
力
を
意
味

F
る
』
之
い
H
V

、
其
他
フ
4
ツ
レ
ヤ
}
可
マ
ー
シ
ャ
ル
可
ケ
イ
シ
ズ
、
一

問

叫

ノ

町

a

町

刈

キ
ヤ
ナ
シ
、
ペ
ン
デ
4

ク
セ
ン
、
五
ル
ス
タ
ー
、
ダ

1
ル
イ
ル
夕
、
ヵ

y
セ
ル
空
穂
て
間
前

τあ
る
。
唯
是
等
温
設
の
例
外
を
な
す
も
の
と
し

問

叫

叫

n

て
、
タ
ナ
ア
プ
、
リ
1

7
マ
ン
、
及
び
ア
ン
ダ
ー
ス
ン
を
翠
げ
得
る
様
で
あ
る
。
此
白
巾
リ

1
フ
マ
ン
は
、
ダ
ー
ル
ベ
ル
グ
に
従
へ
ば
叫
最
近
改

~ 

苑

第
二
十
巻

設
し
た
様
で
あ
る
が
、
私
は
今
之
を
検
す
る
便
宜
を
有
た
向
。

4ツ

高
閣
で
も
山
崎
博
上
は
、
『
貨
幣
白
慣
伍
と
は
要
す
る
忙
貨
惜
と
他
山
別
賞
;
:
去
の
交
鴻
比
例
、
郎
ち
貨
幣
白
購
買
力
に
他
な
メ
ア
ニ
と
せ
》

M

副

知

「

ら
れ
、
紳
戸
博
士
も
『
普
通
円
意
味
に
除
け
る
貨
幣
山
口
交
換
似
位
』
は
『
鵬
民
力
心
意
味
に
於
て
」
J

川
ひ
ら
る
と
せ
ら
れ
、
止
他
一
時
垣
数
授
、
橋
爪
氏
ー

撃
亦
同
設
の
様
で
あ
る
。

ーー

貨
幣
債
値
の
盛
動

儲
て
貨
幣
痕
値
な
る
語
を
解
し
て
、
別
に
貨
幣
の
名
目
腐
値

(
Z
2
2
2
)
芭
川
慨
す
第
三
義
に
従
へ
ば
、
が
、

る
意
味
の
貨
幣
償
値
は
、
与
口
2
E巴
な
場
合
を
除
い
て
は
、
殆
ん
ど
同
盟
動
せ
rc
る
も
の
、
様
で
ゐ
る
。
拾
固
ご
刻

印
せ
ら
れ
た
る
金
貨
は
常
に
拾
固
で
あ
り
、
五
回
ご
印
刷
せ
ら
れ
た
る
紙
鮮
は
常
に
五
回
Z
し
て
通
用
す
る
。
古

う
し
て
貨
幣

ω債
備
が
殆
ん
ど
時
出
動
せ
ゴ
る
か
の
如
く
考
ふ
る
所
の
通
俗

ω
考
引
は
、
一
は
此
程
の
貨
幣
贋
値
を

観
念
す
る
ニ
ご
か
ら
市
ゆ
る
も
の
、
採
に
思
は
れ
る
。
併
し
乍
ら
貨
幣
腐
低
を
以
っ
て
、
一
定
の
貨
幣
の
有
す
る
一

般
財
に
謝
す
る
購
買
力
で
あ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
其
が
愛
動
す
る
で
あ
ら
う
こ

Z
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
士
常
国

の
貨
幣
が
購
買
し
得
る
財

ω分
量
は
、
時
正
蕗
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
常
に
鐙
動

L
っ
、
あ
る
o

唯
私
は
是
等
貨

幣
贋
値

ω時
間
的
援
動
及
び
場
所
的
異
同
の
中
、
惑
で
は
草
に
前
者
を
の
み
問
題
ご
す
る
。

貨
穂
市

ω購
買
力
の
時
間
的
援
動
を
研
究
す
る
に
蛍
っ
て
積
々
の
問
題
が
起
る
。
賢
際
に
於
て
貨
幣
の
購
買
力
の

Theoriεdes Geldwerts und 

[4 
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幾
動
は
、
各
商
品
に
依
っ
て
そ
れ
ん
¥
獲
勤
の
方
向
及
び
程
度
を
異
に
し
、
且
つ
共
の
獲
勤
の
原
因
を
も
そ
れ

九
九
‘
異
に
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
米
に
相
到
す
る
貨
併
常
国

ω購
買
力
が
二
升
よ
土
ニ
升
に
騰
貴
す
る
さ
同

時
に
、
高
賞
に
聾
す
る
そ
れ
は
四
升
よ
り
三
升
に
下
落
す
る
こ
ご
あ
る
ぺ
〈
、
且
つ
米
に
劃
す
る
勝
良
の
原
因
が
、

供
給
の
増
加
即
ち
米
の
自
然
的
堆
牧
ご
い
ふ
商
品
側
の
原
因
に
擦
る
に
反

L
、
本
営
に
針
す
る
下
落
の
原
因
は
、
需

要
の
堆
加
郎
も
市
営
の
購
買
に
向
け
ら
る
、
貨
幣
量
の
増
加
ご
い
ふ
貨
鮮
側
の
原
因
に
操
る
こ
Z
も
ゐ
る
で
あ
ら

う
o

此
の
如
き
場
合
に
於
て
第
一
に
問
題
ご
な
る
は
、
た
い
γ

一
つ
よ
り
な
き
貨
幣

ω購
買
力
が
、
騰
貴
す
る
ご
同

時
に
下
落
す
る
が
如
き
は
、
ゐ
h
得
べ
か
ら

5
る
こ
ご
の
様
に
思
は
る
、
貼
で
あ
る

0
2
こ
成
る
程
一
物

ω
運

動
が
同
時
に
上
下
動
を
な
す
こ
ご
の
不
可
能
な
る
は
明
ら
か
で
あ
る
o

併
L
乍
ら
、
悲
に
謂
ム
所
の
貨
幣

ω購
向
只

カ
は
、
総

τ相
掛
的
の
槻
念
で
あ
っ
て
、
貨
幣
Z
商
品
己
の
相
曹
関
係
で
ゐ
る
か
ら
、
貨
幣
り
購
買
し
来
る
商
品

の
異
な
る
に
従
っ
て
、
或
物
に
封
し
て
昇
る
ご
同
時
に
他
の
物
に
担
割
し
て
降
る
司
』
さ
の
あ
る
は
、
寧
ろ
嘗
然
ご
言

第
二
に
起
る
問
題
は
、
貨
融
市
の
購
買
力
が
此
の
如
く
商
品
に
よ
っ

τ騰
落
を
異
に
す
る
場
合
に
は
、
其
の
騰
落

の
原
因
は
之
を
貨
幣

ω側
に
求
む
べ
き
で
は
な
〈
、
商
品
の
側
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
の
設
が
ゐ
る
O

(

註
一
一
)
成

科
貨
幣
三
交
換
せ
ら
る
、
商
品
は
施
め
て
多
数
に
あ
る
に
反
L
、
商
品
三
交
換
せ
ら
る
と
貨
幣
は
た
い
一
禄
で
ゐ

る
か
ら
.
此
の
唯
一
の
貨
幣
り
贋
値
に
愛
動
を
来
し
た
ご
す
れ
ば
、
立

(ω
影
響
は
総
1
の
商
品
に
一
様
に
働
〈
ぺ

f
、
商
品
に
依
っ
て
騰
落
を
異
に
す
る
が
如
、
き
は
あ
り
得

g
る
司
』
ご
、
恰
も
亦
き
眼
鏡
を
以
っ
て
観
れ
は
荷
物
総

て
赤
〈
見
ゆ
る
ご
同
様
で
あ
る
ご
も
考
へ
ら
る
、
。
言
ふ
迄
も
な
〈
貨
幣
償
値
副
理
動
の
原
因
は
、
貨
幣
側
に
あ
る

貨
悼
の
封
内
・
潤
件
情
値
の
握
勤
'c
貿
易
及
び
鴻
替

は
ね
ば
な
ら
凶
。

話

五E

(
第
二
娘
三
五
)

問

7L 

第
二
十
番
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先
幣
の
劃
内
・
暫
外
債
値
自
費
動
と
貿
易
及
び
儒
替

こ
E
も
ゐ
ち
商
品
側
に
あ
る
こ
Z
も
あ

b
、
叉
雨
者
の
側
に
共
存
す
る
こ
ご
も
ゐ
っ
て
、
其
の
何
れ
の
側
に
存
す

設

苑

四=一

O

第
二
十
巻

(
第
一
一
統
一
三
六
)

る
か
を
扇
別
す
る
こ
芭
は
、
之
に
謝
す
る
揖
策
を
攻
究
す
る
上
に
樋
め
て
重
要
な

-
E
t
で
は
あ
る
が
、
併
も
私
の

考
ふ
る
所
で
は
、
軍
に
貨
骨
官
僚
佐
川
り
騰
落
一
段
な
ら
ぎ
る
の
事
賃
金
以
っ
て
、
直
ち
に
共
の
原
因
を
向
品
側
に
求

む
る
こ
正
は
出
家
な
い
品
川
に
思
は
る
、
。
例
へ
ば
等

L
く
貨
幣
側
の
原
因
|
|
通
貨
の
膨
脱
|
|
で
ゐ
っ
て
も
・

其
の
影
響
す
る
所
は
商
品
の
純
類
を
異
に
す
る
に
従
つ

τ其
の
程
度
を
異
に
す
る
こ
ご
あ
る
べ
〈
・
般
b
に
組

τ

ω商
品
に
向
っ
て
同
じ
方
向
同
じ
科
皮
の
影
響
を
奥
へ
た
ご
し
て
も
、
商
品
側
の
原
因
に
依
っ
て
相
殺
さ
れ
若
く

は
加
重
さ
品
、
程
度
は
そ
れ
ん
¥
異
h
得
る
か
ら
、
結
栄
ご
し
て
現
は
れ
た
邑
購
買
カ
の
襲
動
が
、
商
品
に
依
っ

て
草
に
其
の
程
度
を
異
に
す
る
の
み
な
ら
中
、
叉
そ
の
方
向
を
も
異
に

L
得
る
で
あ
ら
う
o

左
に
筒
箪
な
る
仮
設

の
例
を
掲
げ
る
。

甲
商
品
に
劃
す
る
貨
幣
由
購
買
力

乙

商

品

ク

同
商
品

貨
幣
側
白
原
闘

に
依
る
醐
盟
副

一

oo'lt一
ユ

O

一

00!tl一一一。

一
o
o
-
-一一
o

商
品
剛
山
原
凶

に
依
る
艇
動

一O
C
-
-
λ
ο

一o
o
-
-七
O

一o
o
-
-九
O

質
際
に
表
れ
た
る

跡
民
力
の
艶
瑚

一O
O
l
-
-

一O
(騰
)

A
C
O
-
-
九
O
(蕗
)

一O
O
i
l

一00(騰
落
な
し
)

ク

第
二
一
に
問
題
ご
な
る
は
、
此
の
如
〈
商
品
に
依
っ
て
騰
落
を
異
に
せ
る
場
合
に
は
、
吾
々
は
貨
幣
伺
値
の
一
般

的
騰
落
に
就
て
判
断
を
下
す
こ
己
は
不
可
能
で
あ
ら
う
か
げ
と
う
か
?
若

L
も
一
般
的
購
買
カ
の
盤
動
を
考
へ
得

る
正
せ
ば
、
其
は
如
何
な
る
方
法
ご
標
準
に
擦
っ
て
之
を
表
示
し
得
ら
る
、
か
ご
い
V

ム
こ
ど
で
あ
る
。
併
し
乍
ら

こ
れ
E
同
様
の
問
題
は
、
商
品
の
債
格
麗
動
古
物
償
援
動
E
の
関
係
に
於
て
、
阪
に
早
〈
問
中
者
の
考
ふ
る
所
で
あ

λ腕「大正コ年八月続」六七ーーー七二頁}
高垣敬授、貨幣0慣悼とそ四否定、〈商事研究第四巻第一~lr大正十三年五月」
一三"頁}
橋爪明男氏、食館債権読に就て、(恒商事論集第三容第一説「大正十三年六月」
ー六割頁以下J
Keynes.はと札をーの illusionte企言ふ (ATract on monetary reform， p. 
11) 

36) 

37) 

1) 



'
り
ず
(
詰
=
一
)

恰
も
物
債
指
数
の
考
案
ご
同
様
の
考
へ
が
比
の
場
合
に
も
泡
用
き
る
、
。

私
は
読
に
購
買
力
指
数
を
考
へ
る
。
勝
目
只
力
指
数
は
・
物
使
指
数
作
成
の
場
合
ご
み
?
，
、
同
様

ω
理
論
ご
方
法
ご

に
擦
っ
て
、
一
定
の
貨
幣
額
例
へ
ば
奇
園
の
貨
幣

ω購
買
し
得
る
各
樟
商
品

ω分
量
を
調
査
す
る
こ
己
に
依
っ

て
、
直
後
に
之
を
作
成
す
る
こ
ご
も
出
来
る
o

併
し
乍
ら
併
に
述
ぷ
る
所
に
よ
り
、
一
般
物
価
問
ご
一
般
購
買
カ
ピ

は
逆
の
関
係
に
あ
る
こ
さ
を
推
知
L
得
る
故
に
、
購
買
力
指
数
は
、
阪
知
の
物
積
指
数
の
逆
教
を
計
算
す
る
ニ
己

に
依
っ
て
容
易
に
算
出
す
る
ニ
ピ
が
出
来
る
。
4
ん
も
こ
の
事
は
物
贋
指
数
の
正
確
を
前
提
乙
す
る
も
の
で
あ
h
、

今
日
質
際
に
俊
表
苫
れ
つ
、
ゐ
る
物
侵
指
数
ば
未
に
十
分
ド
ド
正
確
な
も
の
ご
は
考
へ
ら
れ
ず
・
殊
に
吾
闘
に
於
て

一
般
に
用
ひ
ら
れ
つ
、
あ
る
日
銀
物
倒
指
数
は
、
算
術
平
均
に
よ
勺
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
逆
数
を
計
算
す

る
場
合
に
は
・
多
少
の
誤
差
を
兎
れ
な
い
o

併
し
乍
ら
な
は
般
ち
に
こ
の
指
数
を
根
捺
ご
し
て
、
闘
の
購
買
力
指

数
を
作
成
し
て
見
た
。
例
へ
ば
明
治
三
ト
三
年
十
月
営
基
準
正
す
毛
大
正
十
二
一
年
一
月
以
降
の
日
銀
物
侵
指
数
を

根
捺
ご
し
て
、
固
の
購
買
力
指
数
を
算
出
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。

日
韓
物
倒
拍
動

間
白
購
買
力
指
劃

大
正
十
三
年
一
月

同。。
H判
d
i
X
H
G
G
H凶

日寸∞'。。
、

三
五
.
八
五

三
六
.
コ
一
九

=
一
六
.
七
宜

三
六
、
宜
主

三
大
‘
九
七

三
七
、
八
九

一一七
λ
、
九
大

三
七
四
、
八
ニ

一一じ一一

.
0・克

一
-
七
=
一
.
三
宍

一
一
七
一
二
一

て
穴
=
一
.
九
有

六五四三二
月月月月月

、、、、母

艶

苑

貨
幣
の
封
内
・
劉
外
債
値
目
費
動
と
貿
易
及
び
錦
替

四
= 

第
二
十
巻

(
第
二
貌
一
=
一
七
)

蝿何平均r<:l品物餌抱lIkは此の誤差を生じない。1) 



設

先
制
町
白
封
内
・
謝
外
債
値
の
費
動
と
貿
易
及
び
矯
替

凹

第
一
一
十
巻

(
第
二
琉
一
三
八
)

施

λ 七
月月

一五

λ
J
ニ
九

一
六
問
、
じ
五

、、

一
八
、
七

O

一
七
、
七
じ

、
、
、
‘
.
、

9
1
ア
マ
ン
は
之
に
就
て
前
ふ
、
『
再
々
は
総
て
の
倒
格
が
騰
貴
し
た
場
骨
に
於
C
の
み
、
貸
付
叩
倒
値
の
下
落
を
認
め
る
こ
と
が
間
車
る
。

、

、

、

、

、

、

、

、

甲
に
若
干
山
若
〈
は
多
{
の
伺
椅
が
鴨
賞
し
た
に
遁

f
な
い
場
合
に
、
「
貸
怖
の
時
武
力
が
下
拙
何
l
h

た
]

L
」
言
ふ
の
は
.
尚
ほ
輔
卒
て
あ
る
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

多
(

U
償
措
印
ち
「
物
情
」
が
鳩
山
比
す
れ
ば
、
聴
か
に
多
〈
凸
対
に
劃
す
る
個
々
の
貨
時
個
片
白
時
唄
力
は
下
落
す
る
が
、
共
は
純
て
白
財
に
到
し

、

、

、

、

.

、

、

、

、

.

、

2

て
ピ
な
い
。
又
多
〈
の
人
々
に
封
し
亡
下
落
す
る
の
で
あ
っ
て
、
総
て
白
人
々
に
封
し
て
ピ
な
い
』
と
。

註

従
ワ
て
物
倒
騰
武
山
原
凶
を
知
る
ζ

、
と
の
凶
献
を
説
く
刷
明
者
は
少
〈
な
い
。
リ
ー
フ
マ
シ
は
『
職
時
に
於
け
る
物
川
鵬
立
の

E
れ
だ
け
ま
で

3
 

が
貨
幣
増
加
に
よ
リ
、

Y
一
れ
だ
け
ま
で
が
商
品
及
び
相
官
働
力
内
不
足
に
よ
っ
て
生
ヒ
私
ん
か
は
、
何
人
も
淀
川
品
仁
符
な
い
』
L

と一百
mv
、
モ
ル
も
『
青
々

が
如
何
に
物
情
帥
明
文
を
説
明

L
待
た
と

L
で
も
、
要
す
る
に
其
は
位
詑
に
泡
ぎ
な
い
o
新
聞
記
者
や
袖
詑
家
ゃ
、
祖
情
的
な
教
授
惑
は
、
物
問
時

盤

貴

ω操
っ
て
点
る
原
川
に
就
て
確
か
に
知
っ
て
庇
る
が
、
科
皐
は
確
恥
に
之
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
』
と
い
ひ
、
山
時
博
士
一
も
『
近
頃
物
慣
が
非
常

に
騰
貴
し
ま
し
た
や
ら
、
説
れ
の
周
に
於
き
ま
し
て
も
、
世
ベ
原
凶
は
貨
幣
白
方
面
に
在
る
山
で
あ
る
か
、
品
物
心
方
面
に
在
る
の
で
あ
る
か
と
言

ふ
こ
と
は
.
大
分
議
論
さ
れ
て
貯
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
執
れ
の
場
合
に
於
て
も
一
方
だ
け
と
云
ふ
と
、
と
は
制
捜
か
ら
う
と
且
ひ
玄
す
。
場
舎
に
依

り
て
何
方
が
且
い
原
凶
で
あ
る
、
何
方
が
粧
い
原
加
で
あ
る
之
一
百
ふ
こ
と
は
有
り
ま
せ
う
け
わ

E
も
、
相
方
が
三
分
て
何
方
が
七
分
で
あ
る
主
耳

】

.

5
 

ム
ヂ
う
な
円
ツ
キ
リ
し
た
匝
別
は
到
底
出
車
な
い
と
思
ひ
ま
す
』
と
謂
は
る
-
A
O

註

神
戸
博
士
も
亦
「
同
よ
り
現
r

打
由
貿
怖
に
於
て
位
、
貨
幣
側
の
勤
棋
よ
り
し
て
も
貨
物
側
の
動
拙
よ
り
し
て
も
、
主
交
換
制
値
(
外
的
)
の
動
揺

す
る
ζ

ー
と
あ
る
所
に
し
て
唯
だ
月
帥
抗
に
於
て
幾
許
が
貸
幣
側
よ
り
車
り
、
幾
許
が
貨
物
側
よ
り
車
れ
る
か
を
股
量
的
に
明
示
す
る
こ
と
は
困

難
な
る
所
な
り
と
曜
も
、
間
々
一
定
時
に
於
て
、
諸
純
白
事
情
を
考
察
し
て
、
貨
融
市
側
の
勤
機
が
一
勝
大
な
る
形
響
を
奥
へ
た
り
と
か
、
貨
物
側

の
動
機
が
一
府
大
な
る
影
響
を
典
へ
た
サ
主
か
い
ふ
ζ

と
を
得
ベ

L
』
と
淵
は
る
ミ
。

註

=-
此
の
問
題
に
劃
す
る
7

2

4

ツ
シ
ヤ
ー
の
一
積
極
請
に
劃
し
て
、
閉
じ
〈

y
I
フ
マ
シ
は
消
極
論

E
主
張
す
る
。
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事t

夢E

貨
幣
の
謝
肉
・
封
外
慣
値
引
山
麓
劫
と
貿
易
及
び
矯
幹

弟
一
十
巻

(
部
二
腕
一
三
九
)

四



誼

苑

氏
篠
田
劉
内
・
到
外
債
値
O
鐙
勤
と
貿
易
及
び
録
替

(
第
一
一
税
一
四
円

~1l: 

凹

第
二
十
巻

以
上
越
ぷ
る
所
の
理
論
ご
方
法
苫
に
擦
っ
て
、
割
払
は
試
み
に
日
銀
物
侵
指
数
を
利
用
す
る
ニ
ご
仁
よ
事
、
吾
園

仁
一
於
り
る
貨
幣
債
佑
の
襲
動
的
も
「
園
』

ω勝
賞
カ
指
数
的
援
動
を
貸
出
し
、
向
ほ
盤
還
の
傾
向
を
成
る
ぺ
〈
正
確

じ
表
示
す
る
潟
め
、
各
購
買
力
指
数
り
常
用
割
放
を
索
出
L
て
、
蕊
に
掲
ぐ
る
第
一
闘
表
を
作
成
し
た
。
閏
よ
り

日
銀
の
物
債
指
数
は
東
京
市
内
に
於
け
る
卸
貧
相
場
に
譲
っ
た
も
の
で
あ
hJ
、
且
つ
こ
れ
が
作
成
に
嘗
つ
町
選
接

さ
れ
た
る
代
表
的
重
要
商
品
も
麹
嘗
ご
言
ふ
能
は
す
、
其
の
計
算
方
法
に
も
遺
械
の
貼
が
少
ぐ
な
い
か
ら
、
之
を

校
捺
ご

L
化
計
数
を
以
っ
て
、
一
般
的
な
る
『
岡
」
の
購
買
力
指
数
で
あ
る
古
い
ふ
こ
古
は
、
多
少
潜
越
の
誹

を
免
れ
な
い
v

で
あ
ら
う
。
り
れ
ど
も
大
健

ω
傾
向
は
こ
れ
に
依
っ
て
も
略
々
察

L
得
ら
る
、
で
あ
ら
う
ご
思

ふ。
言
ふ
迄
も
な
〈
、
購
買
力
指
数
凶
一
愛
動
は
物
横
指
数
の
そ
れ
吉
会
〈
逆
の
閉
係
に
あ
る
の
試
み
に
第
一
厨
表
に

就
て
其
の
縫
窓

ω跡
を
尋
ね
る
な
ら
ば
、
世
界
戦
争
の
勃
綾
せ
る
大
正
三
年
を
境
界
Z
し
て
、
費
動
の
紋
態
を
二

期
に
画
制
す
る
こ
さ
が
出
来
る

G

第
一
期
の
十
五
年
間
に
ゐ
つ
は
、
貨
幣
の
償
債
は
大
耀
に
於
て
漸
落
傾
向
を
採

つ
て
は
居
る
が
、
主
(
の
品
機
動
は
極
め

τ緩
漫
な
る
に
反
し
、
第
二
期
の
十
年
間
に
於
け
る
獲
動
は
極
め
て
大
き
〈

且
つ
念
激
で
あ

b
、
恰
も
卒
和
朕
態
に
劃
し
て
戟
飢
蚊
態
を
呈
し
て
居
る
。
廷
に
仔
細
に
観
る
時
は
、
第
一
期
前

宇

ω七
年
間
は
、
小
品
盟
動
を
な
し
な
が
ら
も
順
調
な
る
漸
落
傾
向
を
採
り
、
全
期
間
中
の
最
高
指
数
一

O
六
、
七

一
一
{
明
治
三
十
四
年
五
月
)
よ
り
七
回
、
五

O
(四
十
年
十
月
)
に
至
る
約
三

O
U刊
の
下
落
を
な
し
て
居
る
。
然
る
に

第
一
期
後
宇
の
七
年
聞
は
大
仁
之
さ
越
を
異
に

l
、
最
初
に
騰
貴
L
後
に
下
落
L
た
る
た
め
会
館

Z
L
て
殆
ん
ど

卒
均
せ
ら
れ
、
購
買
カ
指
数
は
入

0
・f
中
心
ご
し
て
其
の
上
下
に
約
五
係
の
動
揺
を
な
せ
る
に
過
ぎ
な
い
。
、

明泊三十三年十月四購買力を100とする。倫ほ続胃を節約するため、計監は総

て之を省略して、車に岡査を白み掲幌すること 'lた。 f以下伺じ)

猫問瑛一氏、物質指段目理論及質際{経済愚前集第二巻第三就「大正十三年二

月」レ1七頁以下)参照

8) 

9) 



大
正
四
年
よ
h
今
日
に
至
る
第
二
期
十
年
聞
の
大
盤
勤
は
・
何
人
を
も
驚
歎
せ
じ
む
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

貨
幣
償
値
の
動
態
桝
先
が
最
近
に
至
っ
て
著
し
〈
準
界
の
注
目
を
惹
〈
に
至
っ
た
の
は
、
主
ご
し
て
比
の
驚
〈
べ

き
事
賞
に
刺
戟
せ
ら
れ
た
も
の
で
ゐ
ら
う
o

此
の
期
間
も
亦
、
前
期
の
五
年
Z
後
期
の
五
年
Z
に
分
っ
て
観
察
す

る
を
便
宜
ご
す
る
o
前
期
に
於
吋
る
『
困
』

ω購
買
力
指
数
は
、
大

E
三
年
十
ニ
月
の
八
三
、
四
七
よ
59
大
正
九
年

三
月
の
二
三
、
五
二
に
向
っ
て
念
特
直
下
し
、
主
(
の
下
落
は
寅
に
七
五
%
に
相
賞
す
る
。
此
の
念
傾
斜
に
於
て
吾

々
の
注
意
を
惹
〈
一
事
は
、
其
れ
が
軍
調
な
る
下
降
を
綴
り
た
の
で
は
な
〈
て
、
必
守
一
定
の
時
期
に
反
動
を
来

し
階
段
を
作
b
ワ
、
下
降
を
な
せ
る
こ
正
で
あ
っ
て
、
此
の
五
年
間
に
於
て
前
後
五
回
、
略
i
一
定
の
閑
隔
を
お

い
て
之
を
繰
返
し

τ居
る
。
此
の
事
は
却
も
、
経
済
界
に
於
り
る
斗
薮
な
る
援
動
は
、
多
(
の
場
合
に
一
於

τ行
き

池
ぎ
又
は
先
走
b
e
f
来
た
し
、
作
品
目
の
反
動
が
常
に
表
れ
来
る
こ
ご
を
語
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
?
私
は
-
』
れ

に
興
味
を
戚
宇
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
期
の
後
竿
大
正
九
年
よ
り
今
日
に
至
る
期
間
は
、
同
年
三
月
恐
慌
の
影
響

を
受
げ
て
急
激
な
る
同
復
を
な
し
た
る
外
は
、
一
定
の
傾
向
表
は
れ
や
、
購
買
力
指
数
は
四

O
以
下
に
在
っ
て
而

も
可
な
b
大
な
る
飢
高
下
を
綴
り
、
波
欄
重
昼
、
暗
雲
低
迷
し
て
、
形
勢
容
易
に
逆
賭
す
べ
か
ら
宇
己
い
ふ
扶
態

は
、
正
に
今
日
の
吾
が
経
憐
界
を
反
映
す
る
も
の
、
様
で
あ
る
。
世
界
の
戟
塵
お
古
ま
ウ
て
阪
に
六
年
を
経
過
L

た
り
れ
ど
も
、
貨
幣
碩
値
に
闘
す
る
限
h
ノ
は
、
若
〈
は
貨
幣
贋
値
を
通
じ
て
似
た
る
締
務
界
は
、
今
備
戟
飢
航
態

を
緩
け
て
居
る
ご
言
一
は
ね
ば
な
ら
れ
H

。

貨
幣
の
封
外
債
値
の
意
義
及
び
其
襲
動

設

手E

貨
幣
岨
謝
肉
・
封
外
情
値
の
饗
勤
と
貿
易
及
V
鴻
替

第
二
十
巻

(
第
一
一
統
一
凹
ご

四一一一玉
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貨
憾
の
封
内
・
劉
外
債
値
目
漉
動
と
貿
易
及
び
怨
替

(
第
二
規
一
四
¥
一
)

凹
一
一
六

第
二
十
巻

以
上
遁
ぷ
る
所
は
、
一
闘
の
貨
幣
が
其

ω閣
内
の
商
品
仁
謝
し
て
有
す
る
購
買
力
、
剖
も
貨
幣

ω針
内
積
値
に

闘
す
る
も
の
な
る
が
、
貨
幣
は
開
早
に
茸
(
の
囲
内
に
於
け
る
商
品
を
購
買
し
得
る
の
み
立
ら
争
、
叉
よ
〈
国
外
に
於

け
、
%
商
品
を
も
勝
目
見

L
得
る
も
の
で
あ
る
。
此

ω外
関
商
品
じ
劃
す
る
購
買
力
を
貸
鮮
の
謝
外
債
値
正
私
は
呼

点
。

貨
幣
の
濁
外
債
値
な
る
諾
は
、
従
来
種
々
な
る
意
味
仁
用
ひ

ιる
、
。
劃
内
同
四
値
を
以
円
ノ
て
主
削
側
同
問
値
者
〈
は

賢
賛
同
闇
値
ご
な
し
、
針
外
債
値
を
以
っ
て
客
創
価
恒
儲
若
〈
は
購
買
力
己
批
畑
す
の
設
は
姑
く
日
刊
吉
、
五
口
聞
に
於
て

は
、
山
崎
博
士
は
『
英
国
の
貨
幣
が
内
地
に
於
け
る
物
債
に
現
れ
る
績
低
』
を
針
内
債
値
ご

L
、
「
他
の
図

ω貨
幣

に
劃
し
て
現
れ
る
僕
値
』
を
封
外
債
値
己
呼
ば
る
、
。
此
の
意
味

ω謝
外
債
値
は
、
「
一
闘
の
貨
融
市
正
他
国
的
貨

幣
己
の
交
換
比
例
」
・
印
ち
斜
替
相
場
に
外
な
ら
ぬ
。
此
設
は
吾
闘
に
於
て
一
般
に
行
は
る
、
も
の
、
如
〈
、
河

捧
博
士
も
『
矯
替
相
場

ω
下
落
し
て
居
る
圏
、
郎
も
其
闘
の
貨
幣
の
劃
外
債
値
が
下
拙
惜
し
て
ゐ
る
図
云
々
』
芭
請

は
れ
、
青
木
間
四
千
士
も
亦
、
『
蕊
に
貨
鮮
の
封
外
債
位
三
五
へ
る
は
、
本
邦
に
於
け
る
一
般
の
用
語
に
従
ふ
も
の
に

し
て
・
一
国
貨
幣
の
他
閥
貨
幣
に
謝
す
る
交
換
比
例
を
云
ふ
」
ご
述
べ
ら
れ
て
居
る
。

然
る
に
山
崎
博
士
が
根
嬢
ご
せ
ら
晶
、

7
グ
ナ

1
及
び
V

キ

V

Z

の
設
は
、
博
士
も
指
摘
せ
ら
る
、
如
〈
不
換

紙
幣
に
関
す
る
場
合
で
あ
る
。
紙
幣
が
囲
内
の
商
品
に
調
[
て
有
す
る
購
買
力
を
謝
内
債
備

Z
L
、
其
れ
が
囲
内

の
金
本
位
貨
に
劃
す
る
優
位
を
劃
外
債
依
芭
す
る
。
此
の
意
味
に
於
け
る
紙
幣
の
封
外
債
他
は
、
ぞ
れ
が
金
本
位

の
自
由
制
度
を
採
る
外
闘
に
閲
す
る
限
り
、
外
国
貨
併
に
罰
す
る
痕
位
卸
合
魚
替
相
場
を
意
味
す
る
こ
正
、
な

る
。
然
る
に
不
換
紙
融
市
が
寧
ろ
常
態
Z
な
っ
た
最
近
に
至
っ
て
‘
山
崎
博
士
其
他
の
設
Z
会
〈
同
様
に
、

一
般
に

Kevn.es. ibid.. D 回
1'1 白県十、世界ら貨帯I成長~(招清論議~十九巻11":;三耽「大正十三年九月 Jc:o頁)
山時博士、紙幣概論且三頁、
向上 λλ目
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貨
幣
の
購
買
力
を
以
つ

τ茸
(
の
野
内
債
佐
ご
な
し
、
外
岡
貨
幣
ご
の
交
換
比
例
を
以
っ
て
共
の
調
外
債
依
ご
倣
す

詑
ち
亦
少
(
な
い
。

r
l
u
F
4
U
F

グ
及
び
ケ
戸

V

ヤ
グ
UF

の
如
き
は
是
で
わ
ら
う
υ

ケ
ル
ジ
ヤ
グ
戸
は
謂
ふ
。
「
貨

幣
債
値
正
は
商
品
に
劃
す
る
貸
借

ω購
買
力
で
あ
る
o

吾
々
は
叉
之
を
ば
、
一
の
悶
民
経
済
の
内
部
に
於
け
る
其

ω使
命
に
顧
み
て
、
所
謂
貨
幣

ω
劉
内
底
値
ご
言
ふ
こ
さ
も
出
来
る
。
次
に
五
日
々
は
一
の
新
允
な
る
概
念
、

貨
併
の
釣
外
債
値
即
も
所
詞
須
替
相
場

(
r
E
2
2
u
)
な
る
翻
念
に
週
渇
す
る
。
-
-
-
-
立
(
は
自
国
に
於
り
る
外

岡
食
枇
町
内
相
場
、
及
び
外
国
に
於
け
る
白
岡
貨
幣
の
相
場
で
あ
る
」
ピ
。

此

ω如
イ
勤
外
債
侃
を
以
つ

1
潟
替
相
場
ご
な
す
時
は
、
其
は
私
の
所
謂
釣
外
債
伯

t
其
の
内
容
を
異
に
す

る
o

一
は
一
図
的
貨
幣
が
外
岡
貨
幣
を
購
買
す
る
の
カ
で
あ

b
、
他
は
そ
叫
が
外
闘
商
品
を
購
買
す
る
の
力
で
あ

る
。
今
若
し
外
関
貨
幣
を
以
つ

τ
一
の
商
品
ご
見
倣
す
従
来

ω見
解
に
従
へ
ば
、
雨
者
は
言
葉
の
上
で
は
一
致
す

る
で
あ
ら
う
が
、
併
し
そ
の
内
容
は
依
然

Z
L
て
別
の
事
例
で
あ
る
o

同
よ
り
用
語
の
内
容
を
如
何
に
定
め
ん
か

は
論
者
の
自
由
で
ゐ
る
か
ら
、
私
は
一
概
に
鴬
替
相
場
を
卦
外
債
値
ご
な
す
設
を
排
斥
せ
ん
芭
す
る
も
の
で
は
な

い
九
併
し
乍
ら
謝
外
債
値
に
討
し
て
通
説
ご
異
な
る
内
容
を
附
す
る
に
賞
つ
て
は
、
ぞ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る

一
』
ご
は
私
の
義
務
で
あ
ら
う
。
第
一
に
、
針
内
ご
言
ひ
掛
外
ご
言
ふ
も
等
し
〈
貨
幣
煩
値
の
一
範
臨
時
に
扇
す
る
o

最
初
に
遮
4

た
る
如
〈
、
貨
幣
耐
個
値
を
解
し
て
-
般
商
品
に
劃
す
る
貨
幣
の
購
買
カ
で
あ
る
ご
倣
す
私
に
ど
っ
て

は
、
其
の
同
b
貨
幣
横
備
の
一
稽
古
し
て
、
外
岡
貨
幣
に
劃
す
る
購
買
カ
郎
丸
焼
替
相
場
を
包
合
せ

L
む
る
こ
ご

の
出
来
な
い
の
は
蛍
然
で
あ

b
、
調
内

t
劃
外
ご
の
区
別
は
、
貨
幣
の
購
買
す
る
一
般
商
品
の
所
在
が
、
同
じ
国

民
経
憐
の
内
に
在
る
か
外
に
在
る
か
に
擦
る
の
外
は
な
い
。
第
二
に
、
外
閥
貨
幣
を
以
っ
て
商
品
古
認
む
る
な
ら

読

苑

貸
恨
の
封
内
g

封
外
債
値
目
醐
出
動
正
貿
易
及
び
錦
替

第
二
十
巻

(
第
一
一
統
一
四

四
三
七
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詑

貨
幣
白
調
内
・
封
外
闇
値
の
費
動
と
貿
易
及
び
鑓
持

第
二
十
巻

(
第
一
一
穂
一
四
四
)

四=一八

苑

ば
、
此
の
分
類
上
の
矛
盾
は
一
臆
叫
免
れ
得
色
様
に
忠
は
る
、
が
、
併
し
此
の
場
合
で
も
術
ほ
、
橋
爪
氏
の
指
摘

せ
ら
品
、
様
に
、
「
同
じ
貨
幣
岡
闇
値
が
、
封
内
債
償
ご
言
ム
場
合
に
は
物
園
恨
の
反
射
の
意
に
解
せ
ら
れ
、
調
俳
優

位
ピ
言
ム
時
は
一
商
品
の
贋
格
の
反
影
正
解
さ
れ
る
こ
ご
、
な
b
、
同
C
基
礎
に
立
つ
分
類
ご
は
認
め
難
い
」
ご

い
ふ
非
難
を
兎
れ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
第
三
に
、
外
岡
貨
幣
を
商
滴
ご
看
倣
す
の
見
解
は
、
従
来
一
般
に
認
め
ら

る
、
様
で
ゐ
る
が
、
私
は
作
困
問
宇
士
正
共
に
此
の
設
を
採
ら
な
い
。
今
閥
係
ニ
闘
が
共
に
金
本
位
の
自
由
制
度
を

採
る
場
合
に
は
、
外
岡
貨
幣
は
共
の
素
材
を
目
的
ご
す
る
商
品
子
し

τ購
買
さ
る
、
…
援
に
見
え
る
り
れ
ど
も
、
併

し
此

ω場
合
に
は
外
岡
貨
幣
た
る
金
に
謝
す
る
購
買
力
は
、
略
2

一
定
の
範
囲
内
に
限
定
せ
ら
れ
、
一
般
外
国
商

品
に
謝
す
る
賭
民
力
ご
金
〈
某
の
性
質
を
異
に
す
る
。
?
ヲ
し
て
其
の
然
る
所
以
は
、
国
家
の
の
己
宮
口
問
に
依
っ

て
貨
幣
ご
し
て
の
金

ω債
格
が
一
定
さ
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
此
の
場
合
に
於
て
も
、
決
し
て
金
が

食
鰐
た
る
性
質
を
脱
却
し
て
一
の
商
品
に
成
b
下
っ
た
隷
で
は
な
い
i

。
ま
た
金
貨
の
提
供
園
よ
り
見
る
時
は
、
此

の
場
合
で
も
金
の
提
供
は
普
通
り
商
品

ω提
供
£
著
し
〈
其
の
性
質
を
異
に
す
る
o

普
孤
商
口
聞
の
提
供
は
、
特
殊

の
時
、
特
妹
の
相
手
に
限
つ
て
の
み
行
は
る
、
に
過
ぎ
な
い
が
、
金
の
提
供
は
場
所
的
時
間
的
に
極
め
て
一
般
的

に
行
は
れ
、
所
講
向
。

R
E
-
ω
2
4
z
z
-与
を
有
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
況
ん
や
関
係
園
聞
に
紙
幣
園
が
介
入
す

る
場
合
に
は
、
素
材
正
し

τ殆
ん

Y
一
債
値
を
有
せ

F
る
紙
幣
が
、
一
般
商
品
ご
し
て
購
買
さ
れ
若
〈
は
提
供
古
る

、
も
の
に
あ
ら
ざ
る
は
棒
め
て
明
瞭
で
あ
一
つ

τ、
か
、
る
場
合
に
於

τ
h倫
且
外
聞
貨
幣
(
紙
僻
)
が
要
求
5
れ
購

買
さ
れ
る
の
は
、
カ
ヅ
セ
ル
同
四
授

ω言
っ
た
様
に
、
歪
(
れ
が
外
闘
に
於

τ商
品
及
び
勤
勢
に
劃
し
て
勝
良
力
を

有
す
る
さ
い
ふ
事
賞
に
基
〈
]
の
で
ゐ
品
。
卸
も
共
は
全
く
軍
な
る
貨
幣
ご
し

τの
み
購
貿
き
る
、
の
で
あ
る
o

品
仰
の
如
く
白
岡
貨
鮮
ピ
外
側
貨
幣
己
の
交
換
は
、
之
を
白
岡
貨
幣

t
外
凶
商
品
己
の
交
換
か
ら
砥
別
す
べ
き
で
あ

h
、
従
っ
て
私
は
外
岡
錦
替
ご
劃
外
債
値
E
を
極
別
す
る
も
の
で
め
る
。

橋爪明男氏、貨幣債擢設に就て(組湾皐論集第三巻第一線「大正十三年六月j
一六ずてー一一一人七 l'l) 
Vgl:-Elster， S~ëlè.des Geldes (1923). Vom Wesen d田 fremdenGeldes 
(5. 3円-3.8)
作同事士3 世界百貨幣交通(翻済論叢第十九巻第三腕[大正十三年九月」三
一ー一問自'
Cassel.耐oneyand Foreign Exchange after 1914 (昭坦)p. '38• 
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備
て
一
園
の
貨
幣
は
其
の
圏
内
に
於
け
る
商
品
を
購
買
し
得
る
ま
同
時
に
、
叉
よ
〈
そ
の
園
外
に
於
け
る
商
品

γ
購
買
し
得
る
。
唯
園
内
に
於
げ
る
貨
幣

ω流
通
ご
外
闘
に
於
げ
る
そ
れ

Z
の
聞
に
は
、
直
後
ご
間
接
言
の
相
違

ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
詳
言
せ
ば
囲
内
に
於
り
る
貨
幣
の
購
買
カ
は
、
直
接
に
臨
躍
動
し
て
直
も
に
商
口
聞
を
購
買
し
得

る
に
反
し
、
閤
外
に
あ
っ

t
は
、
先
づ
自
国
貨
幣
を
以
っ
て
外
岡
貨
幣
を
購
買
し
‘
然
る
後
其
の
外
岡
貨
幣
を
以

っ
て
外
園
商
品
を
購
買
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
(
此
の
場
合
外
岡
貨
幣
を
商
品
ご
看
倣
す
な
ら
ば
、
外
国
商
品
の
購
入

は
物
々
交
換
ご
な
る
の
奇
論
に
陥
る
で
あ
ら
う
)
。
そ
れ
故
に
外
岡
商
品

ω購
入
は
、
第
一
に
白
岡
貨
幣
ご
外
閥
貨

幣
ご
の
交
換
、
第
二
仁
外
岡
貨
幣
芭
外
国
商
品
ご
の
交
換
、
古
い
ふ
前
後
二
段
の
過
程
を
経

τ行
は
る
、
も
の
で

あ
り
、
従
っ
て
貨
幣
の
劃
外
債
備
卸
も
一
園
の
貨
幣
が
外
闘
商
品
を
購
買
す
る
カ
は
、
第
一
に
潟
替
相
場
、
第
二

に
外
閤
貨
幣
の
勢
内
痕
値
に
依
っ
て
決
定
さ
る
、
こ
芝
、
な
る
。
例
へ
ば
日
本
の
貨
幣
百
困
が
米
岡
商
品
に
封
L

E
有
す
る
購
買
力
は
、
先
づ
此
の
百
固
に
射
し
て
幾
何
の
弗
を
得
る
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
、
更
に
そ
の
得
た
る

弗
が
米
園
市
場
に
於
て
幾
何
の
購
買
力
を
有
す
る
か
に
依
っ
て
決
せ
ら
る
、
で
あ
ら
-
ぅ
。
此
の
場
合
正
確
に
は
、

米
国
商
品
の
中
に
就
き
吾
閤
ご
の
貿
易
ロ
聞
に
劃
す
る
購
買
カ
に
の
み
関
す
る
こ
ご
は
勿
論
で
あ
る
。

卦
外
債
値
を
以
っ
て
比
の
如
〈
解
す
る
場
合
に
は
、
其
の
援
動
は
、
一
は
潟
替
相
場
に
於
け
る
愛
動
に
依
り
、

ニ
は
外
岡
の
物
価
慣
指
敏
に
於
け
る
鍾
動
に
依
ら
て
、
一
一
重
の
影
響
を
受
け
ね
ば
な
、
百
ぬ
o

印
ち
調
外
債
値
の
援
動

は
、
忽
替
相
場
の
暴
動
ご
外
閤
貨
幣
の
購
買
力
の
媛
動
ご
の
相
乗
積
に
相
嘗
す
る
。
例
へ
ば
日
米
銭
替
が
五
十
路

よ
り
四
十
弗
に
下
落
L
、
米
闘
の
物
侵
指
数
が
二

O
O
よ
り
一
六
O
に
下
落
し
た
り
ざ
す
れ
ば
‘
『
園
』
の
謝
米
購

買
力
は
お
×
栴
H
H
Z
な
り
て
前
後
に
縫
動
な
す

L
こ
ご
を
示
す
。
?
な
れ
ば
此
の
場
合
、
録
替
相
場

の
下
落
(
井
裳
臨
V

の
た
め
に
『
困
』
の
「
掬
」
に
劃
す
る
比
は
以
前
の
印
l
t
な
っ
た
代
ム
リ
に
・
米
闘
の
物
債
下
落
の
た

め
に
弗
の
品
目
購
買
力
は
心
?
に
騰
貴
し
、
雨
者
恰
も
相
殺
す
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
而
L
て
戦
前
に
於
け

四
一
円
九

設

苑

第
二
十
巻

(
第
二
税
一
回
瓦
)

貨
得
目
前
内
・
謝
舛
個
値
の
盟
副
と
貿
易
及
び
鐸
替

Keynes. ibid.. p. 88 

作同事士、前掲論文五頁

13) 



詑

苑

貨
幣
由
封
内
・
封
外
慣
値
の
欝
動
と
貿
易
及
び
偶
替

第
二
十
巻

(
第
二
親
一
回
大
)

凹
四

O

る
が
如
〈
金
本
位

ω自
由
制
度
的
行
は
る
、
限
り
は
、
震
替
相
場

ω畿
動
は
一
定
の
範
囲
に
限
ら
る
、
か
ら
、
自

園
貨
幣
り
劃
外
購
買
力
は
、
外
岡
貿
易
口
問
り
物
横
指
数
に
依
存
す
る
-
-
ピ
よ
り
大
で
あ

b
、
従
っ
て
貨
幣
の
封
外

債
値
を
此
の
如
〈
解
す
る
ニ
=
は
、
寧
ろ
戦
前
に
於

τよ
b
重
大
な
る
意
義
を
有
し
た
ご
も
考
へ
ら
る
、
が
、
戦

後
山
紙
幣
図
的
間
に
あ
っ
て
は
、
持
品
替
相
場
の
媛
動
は
其
的
範
囲
を
限
定
す
る
こ
芭
能
は
中
通
例
大
な
る
愛
動
を

一
不
す
も
の
で
め
る
か
ら
、
其
の
帥
波
動
を
貨
幣
の
掛
外
国
恨
値
に
考
慮
す
る
こ
Z
は
、
戦
後
に
至
つ

τ盆
I
其
の
意
義

を
加
へ
た
も
ω
J
N
G

も
考
へ
ら
る
、
。

此

ω如
〈
震
替
相
場
の
畿
動
ご
外
聞
物
価
慣
指
数
の
畿
動
己
の
相
乗
積
を
以
っ
て
劃
外
債
値
の
麓
動
ピ
な
す
の
結

果
ど
し
て
、
震
替
相
場
に
綾
動
な
〈
ご
も
、
外
岡
物
債
指
数
に
獲
動
ゐ
る
時

u、
一
国
貨
鯵

ω劃
外
国
明
値
以
、
或

は
騰
員
L
或
は
下
落
す
べ
く
、
ま
た
椴
令
潟
替
相
場
が
援
動
し
て
も
、
外
岡
物
債
指
数
の
麓
勤
如
何
に
依
っ
て
、

相
場
設
動

ω影
響
を
加
重
し
、
腕
滅

L
、
相
殺

L
若
〈
は
却
っ
て
反
謝
の
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
で
あ
ら
う
。
今
般

ち
仁
日
米
縛
替
五
十
弗

ω時
に
米
闘
の
物
償
指
数
を
一

O
O
Z
し
、
国
の
針
米
購
買
カ
を
五

O
O
Zす
れ
ば
、
潟

替
が
四
十
弗
に
下
落
し
て
米
園
物
価
問
指
数
に
愛
動
な
け
れ
ば
、
国
の
隣
賀
カ
は
四
O
O
に
下
落
す
る
で
あ
ら
う
。

然
る
に
潟
替
が
同
じ
〈
四
十
弗
仁
下
落
す
る
も
、
米
国
物
岡
田
指
数
に
種
々
な
る
超
勤
あ
る
に
従
っ
て
、
国
の
封
米

購
買
力
に
程
々
な
る
影
響
を
奥
ふ
ぺ
き
こ
言
は
、
次
の
般
設
例
に
依
っ
て
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

日
米
舘
替
相
場
未
聞
物
慣
指
艶
(
弗
白
一
封
内
購
買
力
指
置
)
聞
白
到
来
購
買
力
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四
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誠

)

四
O

λ
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一
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五

O
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設
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四
O

七
O
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一

四

ニ
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大

λ
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